
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

飯
塚
市
議
会
の
解
散
を
求
め
る
本
請
求
を
柴
田
峰
世
請
求
代
表
者
が

十
三
日
、
市
選
挙
管
理
委
員
会
に
提
出
し
ま
し
た
。
日
本
共
産
党
市
議
団

（
六
人
）
は
、
『
本
請
求
の
提
出
を
心
か
ら
歓
迎
し
ま
す
』
と
声
明
を
発

表
し
ま
し
た
。（
裏
面
に
掲
載
） 

市
選
挙
管
理
委
員
会
は
、
十
一
月
に
提

出
さ
れ
た
五
万
二
九
人
の
解
散
請
求
署

名
の
有
効
数
を
四
万
四
七
二
八
人
と
発

表
し
ま
し
た
。
住
民
投
票
の
実
施
に
必
要

な
数
を
八
千
人
も
上
回
り
ま
し
た
。 

柴
田
請
求
代
表
者
は
十
三
日
午
前
、
署

名
簿
の
返
付
を
受
け
て
、
た
だ
ち
に
、
本

請
求
を
行
い
ま
し
た
。 

 

日
本
共
産
党
市
議
団
は
十
三
日
午
後
、

記
者
会
見
し
、
『
飯
塚
市
議
会
解
散
を
求

め
る
本
請
求
の
提
出
を
心
か
ら
歓
迎
し

ま
す
』
と
の
声
明
を
発
表
し
、
住
民
投
票

で
議
会
解
散
を
確
実
に
す
る
取
り
組
み

を
進
め
る
決
意
を
表
明
す
る
と
と
も
に
、

市
議
会
議
員
に
対
し
て
即
日
解
散
を
共

同
で
決
議
す
る
こ
と
を
呼
び
か
け
ま
し

た
。 三

月
解
散
決
議
、辞
職
願
は 

ま
っ
た
く
無
意
味
に
な
っ
た 

十
二
月
議
会
の
初
日
（
十
一
月
二
十
八

日
）
の
『
来
年
三
月
三
〇
日
ま
で
は
解
散

し
な
い
』
と
い
う
決
議
、
お
よ
び
、
『
そ

れ
ま
で
は
や
め
な
い
』
と
い
う
辞
職
願

は
、
本
請
求
の
提
出
に
よ
っ
て
、
ま
っ
た

く
無
意
味
に
な
り
ま
し
た
。 

 

す
で
に
民
意
は
明
ら
か
で
あ
り
、
す
べ

て
の
市
議
会
議
員
は
、
住
民
投
票
を
待
つ

ま
で
も
な
く
即
日
解
散
の
決
議
を
あ
げ

る
た
め
に
、
共
同
す
る
べ
き
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。 

有効署名 4万 4728 人の返付を受け、ただちに本請求する 

柴田峰世請求代表者（左から 2人目）ら＝13日、穂波支所 

こ
れ
に
よ
っ
て
二
月
に
も
予
定
さ
れ

る
住
民
投
票
で
賛
成
票
が
多
数
に
な
れ

ば
、
八
五
人
の
巨
大
議
会
は
解
散
と
な

り
、
翌
日
か
ら
四
十
日
以
内
に
法
定
数
三

四
人
に
も
と
づ
く
市
議
会
議
員
選
挙
に

な
り
ま
す
。
『
八
五
人
の
巨
大
議
会
は
い

ら
な
い
』
―
―
住
民
投
票
で
解
散
賛
成
の

審
判
を
く
だ
し
ま
し
ょ
う
。 


